
「大」の字に見せた「人」は、坂を上っている生

徒に見えるよう色使いを制服に近づけました。

「谷」の字は、人の足の部分と、葉っぱと坂で表

現し、赤色で囲んだのは、色を明るくするためで

す。

大谷中の周りは、緑が多いので、「大谷」の文

字を木の幹に見立てて木を描きました。また、

大谷中は笑顔が多く、思いやりのある生徒たく

さんいると感じたので、思いやりを表すハート

の中に笑顔を描きました。

大谷中は木や葉、花（桜）がたくさんあるので

表現し、「大谷」の文字を合体させて、一体感

が出るようにしました。点を葉に、口を桜にし

て自然豊かにして、上の輪っかは、大谷中全員

が一つの輪になって協力するや仲が良い意味を

込めました。

大谷中の「大」を人のようにして、色は、大谷中

の生徒の元気良さや明るいところを表しました。

また、周りに草のようなもので囲って、大谷中が

自然に囲まれている感じを表現しました。

緑は「成長と発展」を意味して、大谷の部分を

イメージしました。赤と緑は、対照的な意味が

あるので、メリハリのある学校で、赤（女）と

青（男）でお互いが背を預けて支え合い、全体

的に見ると「大」の形に見えるようにしまし

た。

大中は、周りに結構木があって自然に囲まれて

いるので、「木」をシンボルマークいっぱいに

表現しました。また「大谷」の字が伸び伸びし

ているは、生徒が比較的伸び伸びしていること

を表現しました。

大谷中学校の大を変形してロゴマークの感じを出

しました。黄緑を使った理由は、大中は周りの自

然が豊かだからです。大のロゴの中に、2人の人

が手をつないでいるようなマークを入れて、生徒

の仲の良さを表しています。

大谷中は自然が豊かなので、木や葉を入れて、

全体を大きな〇で囲むことで、「Ohtani」の

「O]と友達、人とのつながりである「輪」を表

しました。文字は、「ｔ」と「i」が木に見える

ようにしました。色は緑、黄緑で優しさを表

し、木の幹の部分の茶色は、アクセントになる

ようにしました。

個性豊かな先生と生徒が集まって「大谷中」な

のを表すために、パズルのピースを使いまし

た。挨拶と笑顔が絶えない学校なので、真ん中

に口を開けた人をモチーフにしました。
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　　　「大谷中学校のシンボルマーク（3年生作成）」

大谷中学校学校通信「輝け！大谷中」は、生徒の皆さんの頑張りを伝える通信です。今回は、3年生が美術の時間に「学校のシンボルマークを

デザインしよう。」という取組を行いました。その中で素晴らしい作品を紹介します。


